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指定管理者による公の施設の管理運営状況 

令和３(2021)年度  

施設名 栃木県立日光霧降アイスアリーナ 

施設所管課 教育委員会事務局スポーツ振興課 

指定管理者 一般財団法人日光市公共施設振興公社（法人番号２０６０００５００２５２１） 

指定期間 平成３１（2019）年４月１日～令和６（2024）年３月３１日 

 

１ 施設の概要 

施設所在地 日光市所野２８５４番地先 

施設の概要 敷地面積：１３，９１７㎡ 

延床面積：６，０７３㎡ 

屋内リンク：３０ｍ×６０ｍ、観客席２，０００席 

その他：電光表示板、会議室 

業務内容 栃木県立日光霧降アイスアリーナの維持管理に関する業務 

栃木県立日光霧降アイスアリーナの施設等の利用許可に係る事務に関する業務 

栃木県立日光霧降アイスアリーナの施設の運営に関する業務 

 

２ 収支の状況 

 令和３(2021)年度                                                         （千円） 

収入  支出 

指

定

管

理 

※2 

 指定管理料 ９２，８００  

 

 

 

 

指

定

管

理 

※2 

 事業費  

 利用料金収入 １９，０４９  管理運営費 ７５，１６７ 

 その他収入※１ ５７３  人件費 ３４，１０４ 

   その他支出※１ １，０７１ 

 合計 １１２，４２２  合計 １１０，３４２ 

指定管理業務収支差額① ２，０８０   

自主事業 ２７７  自主事業  

自主事業収支差額② ２７７   

収支差額（①＋②） ２，３５７   

備考（※1 その他収入の主なものを記載） 

自動販売機設置手数料収入 ５７３千円 

 

 

 

備考（※1 その他支出の主なものを記載） 

 退職給与引当金繰入 １，０７１千円 

 ※２ 指定管理業務に係わるもののみ計上する。 

 

 令和２(2020)年度（前年度）                                                （千円） 

収入  支出 

指

定

管

理 

※2 

 指定管理料 ９２，８００  

 

 

 

 

指

定

管

理 

※2 

 事業費  

 利用料金収入 １３，０２６  管理運営費 ４５，０６０ 

 その他収入※１ ２５９  人件費 ４０，０００ 

   その他支出※１ ２，１４２ 

 合計 １０６，０８５  合計 ８７，２０２ 

指定管理業務収支差額① １８，８８３   

自主事業 ３２３  自主事業 ５５ 

自主事業収支差額② ２６８   

収支差額（①＋②） １９，１５１   

備考（※１ その他収入の主なものを記載） 

自動販売機設置手数料収入 ２５９千円 

 

 

備考（※１ その他支出の主なものを記載） 

 退職給与引当金繰入金 ２，１４２千円 

 ※２ 指定管理業務に係わるもののみ計上する。 
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３ 利用状況 

施設名 項目 
令和２(2020)年度 

（前年度） 
令和３(2021)年度 

屋内リンク 

利用可能日数 １２１日 ２３５日 

利用日数 １２１日 ２３５日 

利用者数 １３，４３５人 １６，５７０人 

平均利用者数 １１１．０人 ７０．５人 

 

４ サービス向上に向けた取組 

・利用者が開館状況を確認できるよう、ホームページを整備している。 

・利用促進を図るため、るるぶフリーペーパー等に掲載している。 

・利用促進・平等利用を図るため、料金の値下げ及び専用利用の統一料金を実施している。 

 

５ 利用者意見への対応 

 利用者意見の把握方法 

・利用者意見箱の設置 

・直接提言及び電話等による意見の把握 

・利用者アンケートの結果  回答者数 ４８人 

主なアンケート項目 大変良い 良い 悪い 
大変悪い又は

無回答 

①職員の対応 

②職員間の私語 

③施設の整備状況 

④施設の備品や器具 

⑤施設内の清掃状況 

⑥施設内のわかりやすさ 

７２.９％ 

８３.３％ 

８３.３％ 

７９.２％ 

８３.３％ 

８３.３％ 

２５.０％ 

１６.７％ 

１６.７％ 

２０.８％ 

１６.７％ 

１６.７％ 

０％ 

０％ 

０％ 

０％ 

０％ 

０％ 

２.１％ 

０％ 

０％ 

０％ 

０％ 

０％ 
 

 主な利用者意見（苦情・要望）  対 応 

・アイスバックスの試合は観客が何百人も入り、

練習は見学者が 10 名しか入れないが、県よりも

厳しい基準で施設が入場制限を行っているのは

なぜなのか。 

・マスクを着用しないと入場できないのは人権

侵害ではないのか。職場でもマスクはしていな

い。科学的根拠はあるのか。   

・主催者が管理するイベントと指定管理者が管

理する一般営業は違う事を説明し、競技団体の了

解を得ている事を伝え、新型コロナウイルス感染

症対策の一環のため、として理解を求めた。 

・決して義務ではないが、基本的にはマスク着用

での入場をお願いしており、マスクを忘れた来場

者には、マスクを提供し入場していただいている

ことを説明。また、国体会場として感染対策の強

化と利用者及び職員が安心して利用できる環境

整備のため、として理解を求めた。 

 主な利用者意見（積極的評価） 

大きな施設を管理運営する事は大変だと思うが、毎日チームで気持ち良く利用させていただいてい

る。 

 

６ 指定管理者による自己評価 

 成果のあった取組・積極的に取り組んだ事項・利用者満足度向上への取組 

・効果的な施設運営と利用者や大会等に支障が無い様に、施設管理や技術向上に努めた。 

・付帯設備等のトラブルに備えるため、職員が操作、復旧出来るように教育に努めた。 

・常に利用者の立場になり、利用者が気持ち良く利用出来るよう、施設管理に努めた。 

・大会運営等に遅延が無いよう（特に国体運営）、技術向上に日々努力した。 

・国体に備え、観客席に新しく防護ネットを設置し、利用者の安全を確保した。 

・大規模改修工事が完了し、機械設備が更新されたため、設置業者やメーカーと維持管理計画やト 
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ラブルに対するマニュアル作成を行い、綿密なコミュニケーションを行った。 

・新型コロナウイルス感染症対策として独自のガイドラインを作成し、感染予防に努めた。特に、

入場者管理(健康調査票・検温)と利用者の入替時毎の館内除菌作業を徹底する事で、施設に関わ

る全ての関係者（利用者及び職員）の安心安全な環境作りに努めた。 

 節電、平等利用、利用促進及び事故ゼロの取組 

・昨年度より電気料金が高騰する中（燃料調整費の値上げ）、出来る限り節電に努めた。また、電

力会社との契約を見直し(リエスパワーに一本化)、基本料金を削減することができた。 

・照明器具が老朽化していたため、順次ＬＥＤ照明に交換した。 

・普通・専用利用ともに平等利用を心掛け、出来る限り普通利用の時間帯を作るよう努力した。 

・新型コロナウイルス感染症対策として、普通利用の定員を７０人とし、三密にならないよう努め

た。 

・施設の利用促進のため、営業活動に努めた。 

・専用利用の料金を統一した事で、利用者数が増加し、平等利用及び利用促進に繋がった。 

・施設管理目標として事故ゼロに努め、令和３年度はゼロを実現できた。また、大規模改修工事で

施設内の機器が更新されたため、全ての更新設備の保安講習会及び整氷車安全講習会等を定期的

に開催し、職員の安全教育を行った。 

・職員全員が普通救命講習を受講した。 

  今後改善・工夫したい事項 

・大規模改修工事で施設内設備がほぼ全て更新されたため、随時、操作方法や取扱方法の講習会を

行い、職員教育に力をいれる。 

・冬季国体が終了し、今後全国規模の大会が増えると考えられるため、来県する選手団及び関係者

に、最高のリンクコンディションを提供出来るよう、施設の維持管理に努める。 

・施設内外照明のＬＥＤ照明への交換を進め、電気使用量の削減に努める。 

・施設の利用促進のため、積極的に営業活動を行い、利用者増加に努める。 

・施設メンテナンス及び自己修繕をより多く実施し、利用者に喜ばれる維持管理を目指す。 

・利用者の立場に立ち、選手等に最高の舞台を提供出来るよう技術向上に努める。 

・競技団体との連携を密にし、各種大会やアイスショーを誘致する等、施設の利用促進に努める。 

・オリンピアン等の競技者のスケート教室を開催し、競技人口の増加に努める。 

・施設管理目標として、事故ゼロを目標とする。また冷凍ガス保安講習会、整氷車安全講習会等を

定期的に開催し、職員の安全教育を図ると共に、今後も安全教育の他、接遇研修･各種資格取得

等、職員教育に努める。 

・新型コロナウイルス感染症拡大防止の為、施設の除菌消毒をこまめに行い、利用者に注意喚起を

徹底して安心安全な施設運営に努める。また、毎日の検温等職員の体調管理も引き続き行い、安

心して働ける職場環境を整備する。 

  

７ 所管課による評価 

項目 評価の内容 確認内容・所見等 評価 

１．住

民の平

等利用

の確保 

①住民の平等利用が確保されたか 利用調整を行い、おおむね確保されていた。 
Ｃ 

②使用許可に関する権限が適正に

行使されたか 

適正に管理していた。 
Ｃ 

③高齢者、障害者等に対する配慮は

なされたか 

スロープを用意する等、運用により適切に対応

していた。 
Ｃ 

２．施

設の効

用の最

大限発

揮 

①施設の設置目的に沿った業務実

施がなされたか 
スケート競技を中心にスポーツの普及振興を

図り、県民の健全な心身の発達に寄与する目的

に沿った事業が実施されていた。 

Ｃ 

②施設の利用促進、県民サービスの

向上が図られたか 

料金体系の見直し等を実施し、サービス向上に

努めていた。 
Ｂ 
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 ③利用者満足度を把握し、満足度の

向上が図られたか 

意見箱の設置やアンケートの実施により、利用

者の満足度を把握していた。 
Ｂ 

④利用者からの意見、苦情に対して

適切な対応がなされたか 

個別に回答を行い、適切に対応していた。 
Ｃ 

⑤施設、設備、備品の維持管理や安

全管理は適切になされたか 

毎日の安全確認・定期点検を行い、適切に管理

しているほか、雨漏り対応や突発的な修繕等に

も迅速かつ適切に対応していた。 

Ｂ 

⑥指定管理者の創意工夫により業

務改善等がなされたか 

ホームページを随時更新し、利用促進に努めて

いた。 
Ｂ 

３．管

理を安

定的に

行う物

的人的

基礎 

 

 

 

 

 

 

①組織体制は適正か 職員をバランスよく配置し、適正な管理運営を

行っていた。 
Ｃ 

②収支は適正でバランスがとれた

ものか 

これまでの実績をもとに適正な予算配分を行

い、適正に執行されていた。 
Ｃ 

③経費の縮減に取り組んできてい

るか 

電力契約の見直しや照明のＬＥＤ 化を進め、

経費の縮減に努めていた。 
Ｂ 

④人材育成は適切に実施されてい

るか 

事象ごとのマニュアルを整備し、職員に配付す

るほか、訓練を実施するなど、危機管理体制の

確保に積極的に努めていた。 

Ｃ 

⑤危機管理体制（事故、緊急時の対

応）は確保されているか 

緊急連絡網を作成し、事故、緊急時の体制確保

をしていた。 
Ｃ 

⑥県や関係機関との連携ができて

いるか 

外部委託先を含め、年度当初に連絡先の確認を

行い、連携を図っていた。 
Ｃ 

４．個

人情報

保護 

①個人情報の保護についての措置

が計画どおり実施されているか 

個人情報取扱特記事項を遵守し、適正な取扱を

確保していた。 
Ｃ 

②情報公開は適切になされている

か 

マニュアル等を作成し、職員に周知していた。

また、関係規定の整備も行っていた。 
Ｃ 

５．そ

の他 

 

 

 

 

 

 

 

 

①施設の特性にふさわしい自己評

価がなされているか 

利用者アンケートを実施し、ニーズを把握する

とともに、利用状況を分析・評価していた。 
Ｃ 

②自主事業が計画どおりに実施さ

れているか 

用具の貸出しやロッカーの設置等適切に実施

されていた。 
Ｂ 

③イベント等を実施している場合

は、地域との連携が図られているか 

連携が図られていた。 
Ｃ 

④環境への配慮（騒音・公害対策、

ごみ削減等）がなされているか 

環境配慮率先行動計画に取り組んでおり、照明

のＬＥＤ 化を進めていた。 
Ｂ 

⑤その他管理運営上の特記事項（コ

ロナ対策がなされているか等） 

入場者管理(健康調査票・検温)や利用者の入替

時毎の館内除菌作業を徹底していた。 
Ｂ 

総合的な評価 

・効果的な施設運営と利用者や大会等に支障が出ないような施設管理に取り組んでいる。 

・施設の利用促進として、フリーペーパーへの施設情報掲載等に積極的に取り組んでいる。 

・新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、施設の除菌消毒等を徹底し、安心安全な運営に努め

ていた。 

  ※「評価」欄には、以下の指標により判定した結果を記載すること。 

     Ａ：事業計画に対して極めて優れた取組となっている。 

     Ｂ：事業計画に対して優れた取組となっている。 

     Ｃ：事業計画どおりの取組となっている。 

     Ｄ：事業計画に対して劣る取組となっている。 

     Ｅ：事業計画に対して極めて劣る取組となっている。 


